
 

 

大阪市建設局 

 

質問に対する回答 

 

案件名称 大阪市下水道 DX 実行支援業務委託 

 

番号 質問 回答 

No.1 

資料名：特記仕様書案 

頁箇所：P.11（１）管渠改築更新業務の効率化 

（ア）発注計画にかかる業務 

質問内容： 

下水道総合情報システムへの点検結果の手入力につ

いて「反映までに約１～２年程度かかる」とのこと

ですが、長期間を要する理由をご教示ください。 

調査報告書は、当該年度の調査

結果を毎年度末に紙資料で提

出されます。その紙資料が大量

であるとともに、調査報告書の

内容を翌年度に下水道総合情

報システムに手入力すること

から、調査結果の反映に時間を

要しています。 

No.2 

資料名：特記仕様書案 

頁箇所：P.15（２）予算編成・執行管理業務の効率化 

質問内容： 

当該業務において、利用しているシステムがあれば、

システム名称、利用タイミング、入出力情報の種類

をご教示ください。 

当該業務ではエクセルを利用

しており、P22 の作業内容にお

いて随時利用します。入出力情

報は予算金額等です。 

No.3 

資料名：特記仕様書案 

頁箇所：P.22（３）許認可受付窓口業務 

①本業務の内容【業務フロー：施工承認工

事にかかる協議】 

質問内容： 

台帳システムとは、下水道総合情報システムの一部

（サブシステム）か、あるいは独立したシステムの

どちらでしょうか。 

P22 に記載の「台帳システム」

とは、下水道総合情報システム

のことです。 

No.4 

資料名：特記仕様書案 

頁箇所：P.24（３）許認可受付窓口業務 

②本業務の最適化に向けた課題 

質問内容： 

オンライン申請について申請者が入力した内容を、

データのまま活用できるファイル出力等の形ではな

く、紙で打ち出しされている理由をご教示ください。 

オンライン申請は行政オンラ

インシステムで行いますが、申

請書内容の確認を行う現場事

務所（外部委託先）がシステム

を利用できないためです。 

No.5 

資料名：技術提案説明書 

頁箇所：P.12 評価シート 

質問内容： 

業務量把握、人員配置の妥当性とあるが、ここでの

「業務量把握」とは特定テーマのそれぞれの業務量

を把握する趣旨ではなく、プロジェクト全体の業務

量を指すことでよいか。 

「業務量把握」とは、本業務全

体の業務量を把握できている

かを評価します。 
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No.6 

資料名称：技術提案説明書 

該当項目：P.7  2）技術提案書の作成方法 

質問内容： 

「技術提案書は様式-7～10（Ａ4 版）とし、文字サ

イズは 10 ポイント以上とする。」とありますが、図

や表に使用する文字サイズは、10 ポイント以下でも

よろしいでしょうか。 

図や表に使用する文字のサイ

ズは問いません。 

No.7 

資料名称：技術提案説明書 

該当項目：P.7  2）技術提案書の作成方法 

質問内容： 

「社名、社印、ロゴマ－クなどを入れないものとす

る。また、本文中にも社名等が特定できる記述を含

めないこと。」とありますが、「特定テーマに対する

技術提案」で、具体的な課題解決案として、パッケ

ージやクラウドサービスの名称や提供元の名称は記

載しても問題ないでしょうか。 

提案書の記載内容から、提案書

の提出者が特定される内容は記

載しないようにしてください。 

「特定テーマに対する技術提

案」においても、パッケージや

クラウドサービスの名称や提

供元を記載した場合に、提案者

が特定される場合は記載しな

いようにしてください。 

No.8 

資料名称：様式 9 

質問内容： 

提案する課題解決策について、支援業務の結果によ

り、実際の課題解決策と異なる可能性があります。

それに伴い、「解決策の実現のために必要なシステム

等導入額（概算）：」も異なる可能性がありますが、

ご参考価格としての提示とさせて頂く認識でよろし

いでしょうか。 

様式 9 の「解決策の実現のため

に必要なシステム等導入額（概

算）：」は、提案する解決策に

対して必要なシステム等導入

額を記載するものであり、本業

務の成果内容のシステム導入

額を指定するものではありま

せん。 

No.9 

資料名称：技術提案説明書 

該当項目：P.8 9）ヒアリング 

質問内容： 

「技術提案書提出後、必要に応じてヒアリングを行

うことがある。」とありますが、ヒアリング対応者の

日程を確保する為、現時点実施時期や、出席者数の

制限など、ございましたら教えて頂けますでしょう

か。 

ヒアリングの実施時期および

出席者数の制限は未定です。 


